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＜記者発表資料＞
平成１１年１１月２２日

建 設 省 河 川 局

河川伝統技術小委員会報告について

河川審議会管理部会河川伝統技術小委員会は 「生活・文化を含めた河川伝、

」 、統の継承と発展－川における伝統技術の活用はいかにあるべきか－ と題し

今般報告書を取りまとめました。

○ 多様性に富んだ河川が、我が国の景観と風土(山紫水明)を醸成し、また、先人たちは、長

年の川とのつき合いの中で川を管理・利用してきました。しかしながら、第二次大戦後、近

、 、 、 、代工法による治水施設の急速な整備の中 伝統工法は衰退してしまい 一方 近年にいたり

川をめぐる情勢は、大きく変化してきています（住民と川との触れ合い、生物の生息環境と

しての川の重要性の再認識等 。）

○ こうしたことに対応するため、先人の智恵に学ぶことが肝要と考えられ、建設大臣は平成

１０年６月２日、河川審議会に「川における伝統技術の活用はいかにあるべきか」の諮問を

しました。この諮問を付託された河川審議会管理部会では、河川伝統技術小委員会（委員長

：芳賀徹 京都造形芸術大学学長）を設置し、審議が行われてきました。

○ 河川伝統技術小委員会では、河川工学、建築、経済学、水防、比較文学等幅広い分野の有

、 、識者を委員に迎え 平成１０年１１月４日から平成１１年１０月２８日までに委員会を６回

現地視察（利根川）を一回開催しました。小委員会での議論の中では、技術だけでにこだわ

ることなく、生活・文化を含め「河川伝統」という幅広い視点の重要性が指摘され、このた

び 「生活・文化を含めた河川伝統の継承と発展－川における伝統技術の活用はいかにある、

べきか－」がとりまとめられました。

○ 本報告は、今後、河川管理部会に提出され、部会での審議を経て、河川審議会に報告され

る予定です。

問い合わせ先
建設省 河川局 河川計画課 課長補佐 能登 靖（内線３２７９）
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河川審議会管理部会河川伝統技術小委員会 委員名簿

［五十音順 敬称略］

芳賀 徹 京都造形芸術大学学長（東京大学名誉教授）委 員 長
は が とおる

大田 弘子 政策研究大学院大学助教授（経済学）専門委員
お お た ひ ろ こ

小川 三夫 鵤 工舎舎主〃
お が わ み つ お いかるが

尾田 栄章 世界水ビジョン「川と水委員会」事務局長〃
お だ ひであき

片倉 素子 中央大学総合政策学部教授〃
かたくら も と こ

川合 勝 (社)日本土木工業協会公共工事委員副委員長〃
か わ い まさる

須賀 堯 三 宇都宮大学工学部建設学科教授〃
す が きょうぞう

田村 憲司 (社)全国建設業協会副会長〃
た む ら け ん し

西村 幸夫 東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻教授〃
にしむら ゆ き お

長谷川逸子 長谷川逸子・建築計画工房主宰〃
は せ が わ い つ こ

松永 正光 淀川左岸水防事務組合収入役〃
まつなが まさみつ

宮村 忠 関東学院大学工学部土木工学科教授〃
みやむら ただし
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河川伝統技術小委員会報告（概要）

生活・文化を含めた河川伝統の継承と発展
－川における伝統技術の活用はいかにあるべきか－

Ⅰ．はじめに

・多様性に富んだ河川が我が国の景観と風土(山紫水明)を醸成

・先人たちは長年の川とのつき合いの中で川を管理・利用

・第二次大戦後、近代工法による治水施設の急速な整備の中、伝統工法は衰退

・近年にいたり川をめぐる情勢に大きな変化（住民と川との触れ合い、生物の生息環境とし

ての川の重要性の再認識等）に応ずるため先人の智恵に学ぶことが肝要

Ⅱ．現代技術と伝統技術

・現代技術と伝統技術を整合させ、バランスよく融合し活用することが重要

・このことにより、河川を「強さ」と「美しさ」を兼ね備えた国民の財産たる社会資本とす

ることが可能

Ⅲ．河川伝統技術の範囲

・河川伝統技術は各時代の文化・社会・政治と併せて考えることにより本質が理解可能

・河川伝統技術はハード的なもの（水制工、輪中堤等）だけでなく、ソフト的なもの（河川

計画論、祭り、行事等）も含めて考えることが適当

Ⅳ．河川伝統技術の特徴と評価

１．河川伝統技術の特徴

川の自然の力を利用した技術(1)

・いわゆる「減勢治水」

流域を含めて被害を抑える技術(2)

・河川の施設でのみではなく、流域での対応を含めて被害を抑制

地域の特性、川の性格に応じた技術(3)

・各地域の特性、個々の川の性格を生かす

生活の中に維持管理を組み込んだ技術(4)

・地域における継続的維持管理

２．今日の河川行政からみた河川伝統技術の評価

河川計画、工法面からの評価(1)
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・ 川の自然の力を利用した技術｣であり､自然の力と調和し維持管理にかかるコストも軽減「

環境面からの評価(2)

・使用する材料も木や石といった流域にある天然素材が主体であり、環境的にも景観的にも

周囲と調和

氾濫原管理、危機管理面からの評価(3)

・ 流域を含めて被害を抑える技術」であり、危機管理体制、氾濫原の土地利用のあり方等「

について重要なヒント

河川の維持管理面からの評価(4)

・ 生活の中に維持管理を組み込んだ技術」であり、地域とのパートナーシップによる河川「

管理について重要なヒント

個性ある地域づくりからの評価(5)

・ 地域の特性,川の性格に応じた技術」であり､地域の魅力を引き立てる要素「

Ⅴ．河川伝統技術の保存・活用に当たっての基本的考え方

１．人、モノ、智恵の保存

・河川伝統技術を保存していくためには 「人 「モノ 「智恵」を残していくことが重要、 」、 」、

・それぞれの特性に応じた保存の方策を考えていくことが必要

２．現代の社会状況に合わせた活用

・河川伝統技術に込められた智恵や考え方を現代に合わせ、工夫していくことが重要

・安全性、効率性、費用負担といった課題に留意することも必要

３．地域の主体的な参加による保存 活用・

・河川伝統技術の保存･活用に当たっては､地域や住民の主体的参加と協力を得ることが重要

Ⅵ．河川伝統技術の保存・活用に当たっての具体的提言

１．河川伝統技術の背景も含めた実態調査の充実

・河川伝統技術について継続的かつ広範囲な実態調査の実施

・将来における活用の可能性もあることを考慮しできるだけ多くのものを記録・保存

２．河川伝統技術の分析 評価 研究の推進・ ・

・河川伝統技術の応用に当たっては､有効性･安全性について最新の知見や技術に基づく評価

の実施

３．河川伝統技術の保存

河川伝統技術に関する文献 資料を集約した資料館の整備(1) ・

・河川伝統技術に関する調査結果及び行政、研究機関等に保存されている文献・資料の集積

河川伝統技術に関するデータベースの整備(2)

・集積された文献･資料等が分かりやすく分類､整理されたデータベースの整備
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・インターネット等による一般への情報提供

河川伝統技術用語辞典の編纂(3)

・用語の意味､由来､時代背景等の理解を容易にするため 「河川伝統技術用語辞典」を編纂、

「モノ」としての河川伝統技術の保存(4)

・本来持っている機能を有効に活用しながら保存することが望ましい

・そのままの保存が困難な場合も資料館等で保存

河川伝統技術を有する人材の確保・育成(5)

・実際のフィールドの継続的確保

・河川伝統技術に関する研修、実習等により後継者育成

地域における活動への支援(6)

・保存、継承に熱心に取り組んでいるグループ等の様々な活動を支援

４．河川伝統技術の活用方策

河川計画、工法や環境保全への河川伝統技術の実際の応用(1)

・自然の流れを生かした河道計画の検討

・地域の素材の活用

・河畔林（水害防備林）の活用

・水制工等の活用

氾濫原管理 危機管理への河川伝統技術の智恵の活用(2) ・

・二線堤等の活用

・水屋や輪中堤の智恵を活用した浸水対策

・河川伝統技術等の記録による地域の危険度診断等への活用

河川の維持管理への河川伝統技術の活用(3)

・地域とのパートナーシップによるきめの細かな河川管理

個性ある地域づくりへの河川伝統技術の活用(4)

・調査、記録、復元等を通じた地域活性化への活用

・地域のシンボル・アイデンティティーとしての活用

その他(5)

・国際協力への活用

・他の分野との伝統技術に関する情報交換、相互学習の推進

Ⅶ．おわりに

・河川伝統技術は決して古い技術ではなく、変化する時代とともに、常に将来的な需要を潜

在させている技術

・積極的に保全を推進し、長期的観点から将来に向けて活用を図っていくことが重要
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（参考）

河川伝統技術小委員会報告の構成

- -川における伝統技術の活用 その必要性の背景

・多様性に富んだ河川が我が国の景観と風土(山紫水明)を醸成
・先人たちは長年の川とのつき合いの中で川を管理・利用
・近年にいたり川をめぐる情勢に大きな変化(住民が川との触れ合い、生物の生息環境

としての川の重要性の再認識等)に応ずるため先人の智恵に学ぶことが肝要

現代技術と伝統技術 河川伝統技術の範囲

（ 、・現代技術と伝統技術を整合させ、バラン 河川伝統技術はハード的なもの 水制工・
スよく融合し活用することが重要 輪中堤等）だけでなく、ソフト的なもの

（河川計画論、祭り、行事等）も含めて考
えることが適当

河川伝統技術の特徴と評価

＜河川伝統技術の特徴＞ ＜今日の河川行政からみた評価＞
川の自然の力を利用した技術 河川計画、工法面からの評価(1) (1)
流域を含めて被害を抑える技術 環境面からの評価(2) (2)
地域の特性、川の性格に応じた技術 氾濫原管理、危機管理面からの評価(3) (3)
生活の中に維持管理を組み込んだ技術 河川の維持管理面からの評価(4) (4)

個性ある地域づくりからの評価(5)

河川伝統技術の保存と活用

＜基本的考え方＞ ＜提 言＞
１．人、モノ、智恵の保存 １．河川伝統技術の背景も含めた実態調査の充実

２．河川伝統技術の分析 評価 研究の推進・ ・
２．現代の社会状況に合わ ３．河川伝統技術の保存

文献・資料等を集約した資料館の整備せた活用 (1)
河川伝統技術に関するデータベースの整備(2)
河川伝統技術用語辞典の編纂３．地域の主体的な参加に (3)

・ 「モノ」としての河川伝統技術の保存よる保存 活用 (4)
河川伝統技術を有する人材の確保・育成(5)
地域における活動への支援(6)

４．河川伝統技術の活用方策
河川計画、工法や環境保全への実際の応用(1)
氾濫原管理・危機管理への河川伝統技術の智恵の活用(2)
河川の維持管理への河川伝統技術の活用(3)
個性ある地域づくりへの河川伝統技術の活用(4)
その他（国際協力への活用等）(5)


